
明
覚
駅
の
歴
史
を
追
う

明
覚
駅
の

こ
こ
ま
で
と
、

こ
こ
か
ら
。

八
王
子
駅
と
高
崎
駅
を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
八
高
線
。

そ
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
す
る
明
覚
駅
は
、

と
き
が
わ
町
に
唯
一
の
駅
と
し
て
、
町
民
や

観
光
客
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
く
町
民

に
愛
さ
れ
て
き
た
明
覚
駅
。
今
月
号
で
は
、

そ
の
歴
史
的
変
遷
と
、「
こ
こ
か
ら
」
に
つ

い
て
探
っ
て
み
ま
し
た
。

八
高
線
が
全
線
開
通
し
、
明
覚
駅
が
開
業
。
1
日
平
均
乗

車
人
数
58
人
。

1
日
平
均
乗
車
人
数
が
、
昭
和
21
年
度
の
62
人
か
ら

５
２
７
人
に
急
増
。
終
戦
直
後
、
買
い
出
し
列
車
と
し
て

利
用
さ
れ
、
か
つ
運
行
本
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
連
日

超
満
員
の
乗
客
を
乗
せ
て
い
た
と
い
う
。

1
日
平
均
乗
車
人
数
が
１
，０
０
０
人
を
突
破

す
る
。

徐
々
に
利
用
人
数
が
減
少
し
、
乗
車
人
数
の

1
日
平
均
が
１
，０
０
０
人
を
割
る
。

旧
国
鉄
に
よ
り
、
八
高
線
の
建
設
が
開
始
さ
れ
た
。
工
事

は
、
小
川
町
を
境
と
し
て
、
八
王
子
方
面
を
南
線
、
高
崎

方
面
を
北
線
と
呼
ぶ
２
工
区
に
分
け
ら
れ
着
工
し
た
。

明
覚
駅
の
利
用
人
数
の
最
盛
期
。
最
も
多
か
っ
た
年
は
昭

和
44
年
度
で
、
1
日
平
均
１
，９
０
１
人
も
の
乗
客
が
利

用
し
た
。
ま
だ
自
家
用
車
が
普
及
し
て
い
な
い
高
度
経
済

成
長
期
の
通
勤
手
段
と
し
て
の
利
用
に
加
え
、
戦
後
の
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
高
等
学
校
に
進
学
す
る
に
あ
た
り
通

学
で
の
利
用
者
が
増
え
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
３
年

昭
和
９
年

昭
和
40
年
代

2009 年撮影

（1928）（1934）

昭
和
22
年

昭
和
35
年

昭
和
58
年

（1947）（1960）（1983）

公園で遊ぶ子どもたち
（年代不詳）

駅前を走る埼玉国体の
旗リレー（昭和 42 年）
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